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輝くふるさと常任委員会　研修レポート① in 宮城

輝くふるさと常任委員会　研修レポート② in 北海道

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委

員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）

は
、
４
月
25
日
に
宮
城
県

気
仙
沼
市
を
視
察
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状

況
や
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
取

り
組
み
を
視
察
し
、
今
後

の
町
づ
く
り
の
参
考
の
た

め
研
修
し
ま
し
た
。

海
を
敵
視
せ
ず
暮
ら
す

震

災

復

興

　

気
仙
沼
市
は
宮
城
県
の
最

北
東
端
に
位
置
す
る
、
カ
ツ

オ
の
水
揚
げ
や
フ
カ
ヒ
レ
生

産
が
日
本
一
の
漁
業
の
ま
ち

で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は

死
者
１
０
４
３
人
、
行
方
不

明
者
２
１
４
人
、
住
宅
２
万

６
１
２
４
棟
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

　

震
災
復
興
計
画
を
作
る
に

当
た
り
、
海
と
生
活
し
て
き

た
気
仙
沼
の
自
然
観
と
、
次

世
代
へ
の
理
念
を
超
え
た
観

念
を「
海
と
生
き
る
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
化
し
ま
し
た
。

　

復
興
計
画
の
目
標
を
「
津

波
死
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
早
期
の
産
業
復
活
と
雇
用

の
確
保
」、「
職
住
復
活
と
生

活
復
興
」、「
持
続
発
展
可
能

な
産
業
へ
の
再
構
築
」、「
ス

ロ
ー
で
ス
マ
ー
ト
な
ま
ち
と

く
ら
し
」、「
地
域
に
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
定

め
て
復
興
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
解
決
な
く
し

て
真
の
復
興
は
な
い
と
考
え
、

起
業
支
援
や
産
業
再
生
に
よ

る
雇
用
の
創
出
、
合
計
特
殊

出
生
率
の
向
上
を
目
指
し

た
結
婚
・
子
育
て
支
援
施
策
、

空
き
家
バ
ン
ク
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
の
移
住
・
定

住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
施
策
な

ど
、
若
者
の
流
出
に
よ
る
人

口
減
少
対
策
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

地
域
の
豊
か
さ
に
気
付
く

ス
ロ
ー
フ
ー
ド

　

食
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
平
成
15
年
３
月
に

国
内
初
と
な
る
「
気
仙
沼
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
」
都
市
宣
言
を

し
、
資
源
で
あ
る
食
を
生
か

し
な
が
ら
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
と
は
、

伝
統
的
な
食
材
や
料
理
と
質

の
良
い
食
品
を
守
る
、
質
の

良
い
素
材
を
提
供
す
る
小
生

産
者
を
守
る
、
子
ど
も
た
ち

を
含
め
消
費
者
に
味
の
教
育

を
進
め
る
も
の
で
す
。
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
プ
チ
シ
ェ
フ
コ
ン
テ

ス
ト
の
開
催
、
海
洋
環
境
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
小
学
生

へ
の
海
の
環
境
教
育
の
実
施
、

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。

　

メ
カ
ジ
キ
の
水
揚
げ
日
本

一
を
誇
る
こ
と
か
ら
、「
気

仙
沼
メ
カ
ジ
キ
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
メ
カ
し
ゃ
ぶ
、
メ
カ

す
き
な
ど
の
商
品
開
発
、
メ

カ
ジ
キ
動
画
を
作
成
し
て
情

報
発
信
、
大
消
費
地
で
あ
る

首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

市の取り組みを説明する小野寺震災復興・企画部長

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、

６
月
17
日
か
ら
19
日
、
北
海
道
鹿
部
（
し
か
べ
）
町
で
移

住
定
住
の
取
り
組
み
を
、
福
島
町
で
議
会
改
革
の
取
り
組

み
を
研
修
し
、
町
の
課
題
の
解
決
策
を
探
り
ま
し
た
。

移
住
を
短
期
間
お
試
し

鹿

部

町
　

　

鹿
部
町
（
人
口
３
９
３
２

人
）
で
は
、
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
町

は
、
農
家
は
一
戸
も
な
く
漁

業
の
ま
ち
で
あ
り
、
昭
和
48

年
に
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
リ

ゾ
ー
ト
事
業
で
鹿
部
町
に
進

出
、分
譲
地
販
売
を
開
始
。主

に
関
東
、
関
西
か
ら
定
年
退

職
後
移
住
し
、
平
成
31
年
３

月
末
で
２
９
２
世
帯
、
５
３

２
人
が
住
民
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
効
果
で
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は

リ
ゾ
ー
ト
開
発
し
た
地
域
で

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

と
連
携
し
、
鹿
部
リ
ゾ
ー
ト

内
の
空
き
別
荘
を
お
試
し
住

宅
と
し
て
一
定
期
間
、
生
活

体
験
の
た
め
に
貸
し
出
す
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
若
い
世
代
の
移
住
者

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

投
票
日
を
平
日
に

福

島

町
　

　

福
島
町
議
会
は
二
つ
の
常

任
委
員
会
で
議
会
が
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
投
票
率
の
向

上
と
投
開
票
の
経
費
の
削
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
議
会

が
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
要

望
し
、
町
長
・
町
議
会
議
員

の
選
挙
が
平
日
に
投
開
票
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
自
治
体
が
日
曜
日
に
投
開

票
が
実
施
さ
れ
る
中
、
町
民

か
ら
苦
情
は
無
い
の
か
と
の

問
い
に
、
期
日
前
投
票
を
有

効
活
用
し
て
い
て
、
特
に
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

10
人
を
下
回
ら
な
い
人
数
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

福島町役場で議会改革の説明を受ける議員

リゾート地の別荘を利用したお試し住宅


